
認 知 症 疾 患 医 療 セ ンター

だ よ り VOL13
H30年度認知症研修会開催しました

「若年性認知症の理解と共に、私達ができること」をテーマとして3名の講師の方に講演頂きました。

「認知症とともに笑顔で生きる」　　　　認知症本人の相談窓口「おれんじドア」代表　丹野　智文氏

質疑応答

研修会の様子

　　　　　 
　　☆彡医療、介護、行政、認知症の人と家族の会などから、総勢207名ご参加頂きました。 

アンケートの結果では、藤本先生の長年の取り組みや実例を通しての講演が分かりやすく勉強になったこと、 
また当事者である丹野さんやパートナーの若生さんのお話に大変感動された方が多くいらっしゃいました。 

「出来る事を奪わない」「失敗しても怒られない環境」「早期診断は大事だが、早期失望にならない 
ようにすることが大切」など、心に残る言葉を沢山聴くことができ、参加者自身が今後パートナーとして共に 
歩むきっかけとなる研修会となりました。

「若年認知症の人に対する地域ケア-もの忘れクリニック19年の実践から-」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人藤本クリニック　理事長　藤本　直規　先生

「パートナーとしてともに歩む」　　　　公益社団法人「認知症の人と家族の会」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県支部副代表　若生　栄子氏

心理検査室について
2階の「心理検査室」が1階へ移動しました。 

外来からの距離が近くなった事で、患者さんのご負担を少なく
する事が出来ました。 

また、心理検査では口頭でやりとりを行う必要があるため、聴
力の弱った方に、声が聞こえやすくなるコミューン（卓上型対
話支援システム）というスピーカーのような役割をする機械を
使用し、より正確な検査が実施できるよう努めております。
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